
物
価
高
騰
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い

物
価
の
高
騰
は
、
教
職
員
の
家
計
を

苦
し
め
て
お
り
、
賃
上
げ
の
重
み
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
い
ま
す
。
９
月

の
物
価
上
昇
率
は
前
年
同
月
比
3.0
％

（
生
鮮
食
料
品
を
除
く
）
上
昇
、
11
月

も
多
く
の
品
目
で
値
上
げ
が
実
施
さ
れ

さ
ら
な
る
物
価
上
昇
が
確
実
で
す
。
一

方
、
実
質
賃
金
は
９
月
ま
で
６
か
月
連

続
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
今
回
の
改
定
で
は

苦
し
い
生
活
を
改
善
さ
せ
る
に
は
到
底

及
び
ま
せ
ん
。

中
年
齢
層
の
改
定
実
現
す
る
も
高
年

齢
層･

再
任
用･

会
計
年
度
任
用
職
員

は
見
送
り

今
回
の
給
与
改
定
交
渉
で
は
、
組
合

の
要
求
を
一
部
取
り
入
れ
、
中
年
齢
層

ま
で
の
改
定
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
教
職
員
数
の
約
８
割
が
改
定

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
高
年
齢
層
は
今
回
の
改
定
で

も
引
き
上
げ
が
見
送
ら
れ
た
う
え
、
来

年
度
か
ら
実
施
の
定
年
引
き
上
げ
に
よ

り
大
幅
な
収
入
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

高
年
齢
層
の
教
職
員
の
能
力
や
経
験
を

最
大
限
活
用
と
し
な
が
ら
、
待
遇
悪
化

は｢

同
一
労
働
同
一
賃
金｣

の
原
則
か
ら

容
認
で
き
ま
せ
ん
。

同
様
に
改
定
が
僅
か
だ
っ
た
再
任
用

教
職
員
や
勤
勉
手
当
が
な
い
会
計
年
度

任
用
職
員
は
改
定
の
恩
恵
が
限
ら
れ
る

こ
と
も
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

改
定
を
全
て
の
教
職
員
に
拡
大
す
る

こ
と
を
求
め
る

全
教
北
九
州
は
、
教
職
員
の
そ
の
職

務
と
責
任
に
応
じ
た
給
与
の
支
給
（
職

務
給
の
原
則
）
と
物
価
上
昇
に
見
合
っ

た
生
計
費
の
保
障
（
生
計
費
の
原
則
）

を
求
め
て
い
ま
す
。

一
方
教
育
委
員
会
は
、
職
務
給
の
原

則
、
生
計
費
の
上
昇
な
ど
は
考
慮
せ
ず
、

地
域
の
民
間
企
業
の
給
与
水
準
の
み
を

重
視
し
た｢

均
衡
の
原
則｣

に
よ
っ
て
改

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
後

も
改
定
を
す
べ
て
の
教
職
員
に
拡
大
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

給
与
大
幅
ア
ッ
プ
・長
時
間
過
密
労
働

改
善
を
求
め
る

今
回
の
改
定
の
目
的
に
教
員
の
確
保

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
教
職
を
志

す
人
が
魅
力
を
感
じ
る
労
働
環
境
の
充

実
、
働
き
に
見
合
っ
た
適
正
な
賃
金
の

保
障
な
し
に
実
現
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
私
た
ち
は
、
職
務
給
の
原

則
・
生
計
費
の
原
則
に
も
と
づ
い
た
給

与
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
長
時
間
過
密
労
働

の
改
善
な
ど
の
実
現
を
強
く
求
め
ま
す
。

再
採
用
制
度
が
実
現

介
護
離
職
が
社
会
問
題
と
な
る
な
か
、

全
教
北
九
州
が
今
年
度
要
求
し
て
い
た

介
護
退
職
後
復
帰
可
能
な
再
採
用
制
度

が
実
現
、｢

親
族
等
の
介
護
の
た
め
退
職

し
た
教
職
員
の
再
採
用
制
度｣

と
し
て
今

年
度
末
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ

は
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
に
向

け
て
の
大
き
な
一
歩
で
す
。
介
護
休
暇

制
度
の
趣
旨
は
、
介
護
離
職
を
防
ぐ
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
長
く
働
き
続
け
る

た
め
の
制
度
で
す
。
「
介
護
退
職
し
た

教
職
員
の
再
度
採
用
制
度
」
の
実
施
は
、

今
の
短
期
間
・
中
期
間
の
介
護
休
暇
制

度
を
補
う
も
の
で
、
定
年
の
延
長
や
高

齢
化
社
会
が
進
行
す
る
現
代
に
お
い
て

は
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
す
。
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城
野
陸
軍
官
舎

（
小
倉
北
区
）

城
野
の｢

小
倉
陸
軍
兵
器

支
廠｣

の
北
、
現
在
の
小
倉

北
区
三
郎
丸
二
丁
目
３
番

か
ら
６
番
付
近
に
陸
軍
官

舎
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９

２
５
年
に
陸
地
測
量
部
が

発
行
し
た
地
図
で
は
20
棟

程
の
建
屋
が
確
認
で
き
ま

す
。陸

軍
官
舎
の
面
積･

間
取

り
な
ど
の
規
格
と
家
賃
は
、

軍
人･

軍
属
の
階
級
毎
に
細

分
さ
れ
、
士
官
と
士
官
待

遇
の
軍
属
以
上
の
官
舎
に

は
椅
子･

テ
ー
ブ
ル
が
備
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

陸
軍
官
舎
の
建
屋
の
種

別
ご
と
の
棟
数
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下
士

官
と
下
士
官
待
遇
の
軍
属

用
の｢

判
任
二
等
官
舎｣

は

１
９
３
５
年
に
住
宅
か
ら

「
雑
家
屋
定
番
舎
」
（
定

番
舎
の
実
態
が
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
）
に
用

途
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に｢

判
任
二
等
官
舎｣

の
間
取
り
は
、
二
軒
長
屋

で
床
面
積
18
坪
、
敷
地
面

積
50
坪
、
客
間
×
１
（
６

畳
）
、
居
間
×
１
（
６
畳
）
、

茶
の
間
×
１
（
４
畳
半
）

に
台
所
、
風
呂
場
、
ト
イ

レ
で
す
。
ま
た
敷
地
内
に

物
置
１
棟
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
跡
地
は
住
宅
地

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
道

路
の
一
部
が
当
時
の
線
形

を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

高
年
齢
層
・
再
任
用
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
待
遇
は
不
公
平

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
は
、
教
職
員
の
生
活
の
維
持
、
暮
ら
し
の

安
定
を
最
優
先
に
、
物
価
上
昇
に
見
合
う
月
例
給
引
き
上
げ
を
要
求
し
ま

し
た
。
今
回
の
給
与
改
定
交
渉
で
は
、
組
合
の
要
求
を
一
部
取
り
入
れ
、

中
年
齢
層
ま
で
の
改
定
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た｢

介
護
離
職
し
た
教
職
員

の
再
採
用
制
度｣

が
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
高
年
齢
層･

再
任
用
職
員
、

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
待
遇
は
不
公
平
で
あ
り
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

給与改定交渉

再
採
用
制
度
の
概
要

▼
対
象
者

①
配
偶
者
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係

に
あ
る
者

②
２
親
等
以
内
の
親
族

③
同
居
し
て
い
る
事
実
上
の
父
母
、
子
等

▼
資
格

①
教
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
が
５
年
以
上

あ
る
こ
と
（
休
職
、
休
業
期
間
等
は
含

ま
な
い
）

②
退
職
前
の
勤
務
成
績
が
良
好
（
Ｃ
評
価
以

上
）
で
あ
る
こ
と
。

③
こ
れ
ま
で
本
制
度
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
こ
と
。

▼
退
職
日

原
則
退
職
す
る
年
度
末
の
末
日
（
３
月

31
日
）
年
度
途
中
で
介
護
休
暇
希
望
者

は
現
行
の
休
暇
制
度
を
活
用
し
て
、
年

度
末
末
日
ま
で
延
し
た
後
退
職
。

▼
再
度
採
用
を
行
う
期
間

退
職
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経

過
す
る
日
ま
で
。



複
線
型
の
制
度
と
学
校
間
競
争

小
中
一
貫
校
は｢

中
一
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消｣｢

子
ど
も
の
発
達
の
早
期
化｣

な
ど
が
設
置
の
理
由
に
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
公
教
育
に
複
線
型
の
学
校
制

度
を
持
ち
込
み
、
学
校
間
で
競
争
を

さ
せ
る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。

東
京
都
品
川
区
が
学
校
選
択
制
と
合

わ
せ
て｢

小
中
一
貫
校｣

を
つ
く
り
エ

リ
ー
ト
教
育
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
そ

の
象
徴
で
す
。

自
治
体
に
は
魅
力
的
な
小
中
一

貫
校小

中
一
貫
校
の
設
置
は
、
学
校
統

廃
合
と
抱
き
合
わ
せ
で
行
わ
れ
ま
す
。

21
年
度
に
開
校
し
た｢

香
春
町
立
香

春
思
永
館｣

は
小
学
校
４
校
と
中
学

校
２
校
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
で
き
た

義
務
教
育
学
校
で
す
。
学
校
統
廃
合

は
、
施
設
費･

人
件
費
が
大
き
く
節

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
の

｢

公
共
施
設
の
床
面
積
削
減｣

の
施
策

に
よ
り
、
大
き
な
施
設
の
中
に
、
小

中
学
校
の
他
、
幼
稚
園･

保
育
所
な

ど
の
幼
児
施
設
、
老
人
施
設
、
役
所

の
一
部
、
観
光
施
設
な
ど
が
同
居
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

自
治
体
に
は
魅
力
的
な
一
貫
校
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
や
私
た
ち
に
と
っ

て
も
魅
力
的
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

小
中
一
貫
校
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
影
響

子
ど
も
た
ち
は
、
統
廃
合
に
よ
っ

て
通
学
の
距
離
と
時
間
が
長
く
な
り
、

友
達
と
放
課
後
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
は
４
校
の
義

務
教
育
学
校
が
あ
り
、
児
童
生
徒
数

が
２
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
て
、
ひ
と
り
一
人
を
丁
寧
に
み

る
教
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う

声
も
聞
き
ま
す
。

教
員
の
多
忙
化
は
解
消
で
き
る

か
義
務
教
育
学
校
と
な
る
と
、
従
来

の
６
・
３
制
か
ら
４
・
３
・
２
制
に

な
り
、
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任

制
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
、
中
学
校

か
ら
小
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
授
業
が

容
易
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
の

多
忙
化
の
解
消
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
か
。

小
中
間
の
授
業
の
乗
り
入
れ
に
人

が
配
置
さ
れ
授
業
時
間
の
上
限
の
保

障
が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
小
中
学
校

間
の
打
ち
合
わ
せ
、
教
材
研
究
・
子

ど
も
の
理
解
に
時
間
が
取
ら
れ
多
忙

化
は
改
善
で
き
ま
せ
ん
。
慣
れ
な
い

状
況
に
心
身
が
つ
い
て
い
け
な
い
教

職
員
が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
九
州
市
も
小
中
一
貫
教
育
に

シ
フ
ト
か

２
０
２
１
年
度
「
北
九
州
市
小
中

一
貫
教
育
基
本
方
針
」
が
改
定
さ
れ
、

小
中
一
貫
教
育
は｢

連
携｣

か
ら｢

一

貫｣

に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
22
年
度
か
ら
八
幡
東
区
で
八
幡

小
学
校
と
中
央
中
学
校
（
隣
接
型
）
、

皿
倉
小
学
校
と
尾
倉
中
学
校
（
分
離

型
）
の
二
つ
の
モ
デ
ル
校
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
北
九
州
市
の
今

年
度
の
採
用
試
験
で
は
、
小
中
の
両

方
の
免
許
保
持
者
を
対
象
と
す
る
特

別
選
考
枠
で
25
名
の
採
用
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
北
九
州
市
も
今
後
、
小

中
一
貫
教
育
に
大
き
く
シ
フ
ト
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
議
論
が
必
要

小
中
一
貫
教
育
と
一
貫
校
に
関
し

て
は
、
も
っ
と
地
域
や
職
場
で
論
議

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
決
ま
っ
た

こ
と
だ
か
ら
実
施
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
校
区
で
で
き
る
こ
と
と
で
き

な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
見
極
め
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
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小
中
一
貫
教
育
と
一
貫
校
を
考
え
る

11
月
５
日
（
土
）
ウ
ェ
ル
と
ば
た
で
、｢

小
中
一
貫
教
育｣

を
テ
ー
マ
に｢

秋
の
共
育
集
会｣

（
主
催･

北
九
州
子

ど
も
と
教
育
の
た
め
に
手
を
つ
な
ぐ
会
、
共
催･

全
教
北
九
州
）
が
開
催
さ
れ
、
教
職
員
や
保
護
者･

市
民
が

参
加
し
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

10
月
29
日
と
30
日
静
岡
県

御
殿
場
市
で
、
４
年
ぶ
り
に

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
対
面

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

青
少
年
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
静
岡
顧
問
の
津
富
宏
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演｢

人
の
生
き

づ
ら
さ
を
支
え
る｣

が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
で
は
ケ
ア
し
あ

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る

た
め
の
様
々
な
と
り
く
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
解
放
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
閉
鎖
さ
れ

て
い
て
、
助
け
を
求
め
る
人
々

の
声
が
聞
こ
え
な
い
今
の
社

会
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

２
日
目
は
基
礎
講
座
や
二

つ
の
分
科
会
と
二
つ
の
見
学

分
科
会
が
あ
り
ま
し
た
。
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
今

回
は
恒
例
の
夕
食
交
流
会
は

行
わ
ず
、
各
組
織
が
作
成
し

た
紹
介
動
画
を
見
な
が
ら
の

交
流
と
な
り
ま
し
た
。
全
国

の
元
気
な
女
性
教
職
員
が

「
集
ま
れ
ば
元
気
、
語
り
合

え
ば
勇
気
、
愚
痴
も
磨
け
ば

要
求
に
」
を
合
言
葉
に
楽
し

く
集
っ
た
二
日
間
で
し
た
。

11
月
11
日
と
12
日
、
鹿
児

島
県
霧
島
市
で｢

教
組
共
闘
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会｣

が
３
年
ぶ
り
に
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
対
面
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

11
日
の
全
体
会
で
は
都
留

文
科
大
学
特
任
教
授
の
佐
藤

比
呂
二
さ
ん
に
よ
る
記
念
講

演
「
出
会
い
は
タ
カ
ラ
モ
ノ

～
子
ど
も
か
ら
教
え
ら
れ
た

こ
と
ば
か
り
～
」
が
あ
り
ま

し
た
。
重
度
の
自
閉
症
児
や

再
発
を
繰
り
返
す
院
内
学
級

の
子
ど
も
た
ち
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
支
援
に
よ
り
、
変
化
し

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
て
感

動
と
と
も
に
、
少
人
数
で
の

指
導
、
学
力
テ
ス
ト
体
制
か

ら
の
脱
却
な
ど
が
全
て
の
学

校
で
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を

保
障
す
る
基
盤
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

全
国
女
性
教
職
員
学
習
交
流
集
会
ｉ
ｎ
静
岡

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会
ｉ
ｎ
霧
島

11
月
５
日

手
を
な
ぐ
会
「
秋
の
共
育
集
会
」

集まれば元気、語り合えば勇気—学習交流集会レポート—


